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１ 四万十市の産業状況等① 

市内総生産額

1.07

市内総生産額

（一次産業）

1.04

市内総生産額

（二次産業）

1.15

市内総生産額

（三次産業）

1.06

製造品出荷額等

1.67
商業年間商品販売額

1.22

製造業現金給与総額

1.00

製造業現金給与総額

1.19
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資 料 １ 
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百万円
百万円

市内総生産額の推移

総生産額 第3次産業 第2次産業 第1次産業

産業振興計画 

平成23年を基準 
（１とする） 

１ 四万十市の生産・販売・出荷額の状況 ３ 就業人口の推移等 

２ 市内総生産額等 

 
平成26年度 平成27年度  

県内総生産額 ２兆3,299億円(＋1.4％) ２兆3,997億円（＋3.0％） 

総生産額が1,000
億円を超える市町
村 

高知市１兆1,523億円（＋1.8％） 
（※県内総生産の49.6％） 
南国市 1,897億円（△0.4％） 
四万十市 1,125億円（△0.7％） 

①高知市１兆1,837億円（＋2.7％） 
（※県内総生産の49.4％） 
②南国市 2,027億円（＋6.8％） 
③四万十市 1,171億円（＋4.1％） 

 

※課税対象所得は、各年度の個人市民税の所得割の課税対象となった前年の所得金額 

5,678人 5,086人 4,537人 4,052人

23,580人 22,574人 20,598人 18,391人

5,206人
4,781人

4,496人
5,412人

4,300人 5,468人
6,190人

6,304人

38,784人 37,917人 35,933人 34,313人

千人

5千人

10千人

15千人

20千人

25千人

30千人

35千人

40千人

45千人

平成12年度 平成17年度 平成22年度 平成27年度

出典）国勢調査

年齢４区分別人口の推移

15歳未満 15～64歳 65～74歳 75歳以上

◎製造業の事業所数・従業員数（工業統計調査 ※１） 
平成26年      平成29年 
 事業所 37   ⇒ 事業所 53   ＋16事業所 
 従業員 574人 ⇒ 従業員 801人 ＋227人 

◎卸売・小売業の事業所数・従業員数（経済ｾﾝｻｽ活動、商業統計調査） 
平成26年       平成28年 
 事業所 544   ⇒ 事業所 552    ＋８事業所 
 従業員 2,950人 ⇒ 従業員 2,941人 ▲９人 
※１:従業員４名以上の事業者が対象 

21,300人 18,700人

15～24歳

18,500人

60,900人 50,500人

25～34歳

44,200人

61,300人
69,300人 35～44歳

67,000人

63,000人 62,200人 45～54歳

64,600人

63,600人 62,400人 55～64歳

55,200人

31,500人 37,000人
65歳以上

45,900人

301,700人 300,200人 295,400人

H19 H24 H29
出典）就業構造基本調査 基準10月

※年齢不明があるため合計と合致しない場合がある

高知県市部年齢別有業者数

出典）国勢調査 

【家
計
調
査
】
消
費
支
出
対
前
年
増
加
率 

（高
知
市
・
参
考
値
） 

 四万十市 平成22年 平成27年 増減

就業者数 16,278人 15,925人 97.8%

就業者数（男） 8,700人 8,430人 96.9%

就業者数（女） 7,578人 7,495人 98.9%

雇用者数
（正規の職員・従業員）

8,117人 7,880人 97.1%

雇用者数

（労働者派遣事業所の派遣社員）
87人 161人 185.1%

雇用者数
（パート・アルバイト・その他）

3,396人 3,309人 97.4%

2,215人 2,062人 1,873人 1,817人

4,051人 3,273人 2,483人 2,491人

12,923人
12,814人

11,853人 11,297人

19,204人

18,179人

16,278人
15,925人

千人

5千人

10千人

15千人

20千人

平成12年 平成17年度 平成22年度 平成27年度

出典）国勢調査 ※分類不能があるため合計と合致しない

産業別就業者数

第１次産業 第２次産業 第３次産業

産業振興計画 

330.40億円

330.43億円

340.02億円

340.58億円

350.16億円

350.69億円

320.00億円

330.00億円

340.00億円

350.00億円

360.00億円

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

出典）市町村課税状況等の調

課税対象所得（個人）
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 移住 

相談数 

移住 

世帯数 

H25 66件 
10件 

（17人） 

H26 107件 
6件 

（10人） 

H27 139件 
25件 

（54人） 

H28 192件 
31件 

（47人） 

H29 205件 
29件 

（54人） 

Ｈ30 

見込 
200件 

30件 

（45人） 

２ 四万十市の産業状況等②  

４ 有効求人倍率等 ５ 人口の推移等 

14,604人 14,079人 13,868人

中村・東山

13,745人

（▲5.88%）

7,304人 7,162人 7,303人

具同 7,317人

（0.18%）

2,758人
2,606人 2,459人

東中筋・中筋

2,358人

（▲14.50%）

4,881人
4,609人 4,257人

八束・下田

4,036人

（▲17.31%）

3,035人
2,860人 2,631人

蕨岡・後川

2,491人

（▲17.92%）

1,938人
1,726人

1,499人

大川筋・富山

1,401人

（▲27.71%）
1,895人

1,654人
1,496人

津大 1,343人

（▲29.13%）

1,836人
1,687人

1,506人

江川崎 1,407人

（▲23.37%）
38,251人

36,383人
35,019人 34,098人
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25千人

30千人

35千人

40千人

H17 H22 H27 H30

住民基本台帳

10月1日基準

四万十市地域別人口推移

0.82

0.97
1.11

1.23

1.39
1.54

1.62 1.63 1.63

0.63
0.76

0.84
0.98

1.13
1.20

1.32
1.24 1.24

0.65 0.71 0.73 0.72
0.84
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0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30/10H30/11H30/12

年度

有効求人倍率

全国 高知県 ﾊﾛｰﾜｰｸ四万十所 四万十市

1,544人
1,347人

1,299人

1,320人

1,161人

1,128人

91人 68人 63人

15,349人

15,559人

15,752人

15,847人

15,919人

16,210人
16,241人

16,232人

16,178人

14,800人

15,000人

15,200人

15,400人

15,600人

15,800人

16,000人

16,200人

16,400人
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200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人
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1,800人

雇用保険関係（ﾊﾛｰﾜｰｸ四万十所管内）

失業給付資格決定数 雇用保険被保険者数

3.6%
4.2%

4.7%

7.6%

8.7%

4.4%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

出典）国勢調査

完全失業率

34,393 

32,548 

30,606 
26,538 

22,152 

16,341 

35,933 34,393 

32,800 

31,147 
27,972 

24,642 

20,449 

34,313 32,510 

30,676 

26,919 

22,938 

15千人

20千人

25千人

30千人

35千人

40千人

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

人口ビジョン戦略人口
趨勢(推計)人口
戦略人口
社人研

●人口ビジョン 
５年間 

1,166人 1,153人 1,127人 1,128人 1,153人

1,014人

1,232人

1,089人

1,292人

1,105人
1,160人

1,220人

▲66人

64人

▲165人

23人

▲7人

▲206人

▲400人

▲300人

▲200人

▲100人

0人

100人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

1,800人

2,000人

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

出典）住民基本台帳移動報告（暦年計）

四万十市社会動態の推移
転入者
転出者
社会増減

250人
229人

268人 262人

205人

269人

488人
545人

510人 521人 525人
482人

▲238人 ▲316人

▲242人

▲259人
▲320人

▲213人

▲400人

▲350人

▲300人

▲250人

▲200人

▲150人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年
出典）人口動態調査（暦年計）※H29、30は住民基本台帳年報

四万十市自然動態の推移 出生数
死亡数
自然増減
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連 携 

●ぶしゅかん 

●栗 

●ゆず 

●有望品目の 

産地強化 

●集落営農の推進 

●園芸ハウス整備 

●次世代型園芸ハウス 

整備の検討 

●しまんと農法米推進 

●四万十牛加工販売強化 

支援 

●集落活動センター 

●直販所拠点機能強化 

●ヒノキの産地づくり 

●計画的な森林管理・経営 

●提案型集約化施業の推進 

●長伐期施業の推進 

●原木生産拡大 

●林業事業体・ 

技術者の育成 

 

●高知大学との連携事業 

スジアオノリ、アユ関連調査・調査報告 

スジアオノリ自然栽培推進事業 

●漁場の環境・資源量 

調査等 

●水産物の生育・漁場 

環境の保全及び整備 

●内水面及び沿岸資源 

の種苗放流 

 

 

●新食肉センター整備の検討 

●地震防災対策における建設事業の推進 

●企業誘致対策（企業訪問、活用できる既存施設の調査等） 

●コールセンター等立地促進事業 

●次世代型ハウスの企業誘致（農業分野連携） 

●自然を生かした 

商品の造成 

●食文化磨き上げ 

●体験型観光の受入 

 

 

 

●観光動向調査 

●県外旅行業者、 

学校へ誘致活動 

 

●国内外での商談 

⬤観光大使事業 

●観光イベントの 

実施 

●市内各イベント 

へ誘導 

 

●海外展開 

台湾、香港、 

シンガポール 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ アクションプランの動き（主なもの）  

 

観 

光 

分 

野 

体
験
交
流
の
推
進 

水 

産 

業 

分 

野 

農 

業 

分 

野 

林 

業 

分 

野 

戦
略
品
目

・ 

有
望
品
目

ブ
ラ
ン
ド 

化
推
進

生
産
拡
大
等 

栽
培
技
術
の
向
上
等 

担
い
手
の
確
保
育
成

・
労
働
力
確
保 

農
地
の
利
用
促
進 

産
地
と
し
て
の 

維
持

・
強
化 

 
 

 

地
元
農
畜
産
物
の 

 

利
用

・
販
売
促
進 

戦略１ 戦略３ 

産
地
維
持

・ 強
化 

地
域
産
品
の
利
用 

と
販
売
促
進

地
元
消
費
拡
大

・
地
産
外
商
推
進

（連
携
） 

戦略４ 

ブ
ラ
ン
ド 

化
推
進

市
産
材
の
利
用
促
進 

利
用
促
進

・
販
売
力
強
化

・ 

ブ
ラ
ン
ド
化  

産
地
づ
く
り

・

施
業
の
効
率
化等 

林
業
事
業
体

・

担

い
手

の
確

保
育
成 

四
万
十
の
山
づ
く
り 

戦略１ 

供
給
体
制
の
強
化 

戦略２ 戦略３ 

健
全
な
森
づ
く
り 

水
産
資
源
の
回
復

・
生
産
Ｕ
Ｐ 

 

水
産
物
の
加
工
・ 

販
売
促
進 

漁
場
環
境

・
資
源
量
の
調
査
研
究 

生
育

・
漁
場
環
境
の
保
全
と
整
備
等

水
産
資
源
を
活
用  

し
た
交
流
の
拡
大  

戦略３

漁
協
の
販
売
力
強
化 

新
商
品
開
発
と
磨
上
げ 

地
元
消
費
拡
大

・ 地
産
外
商
推
進

（連
携
）

戦略２

戦略２ 

地
元
消
費
フ
ェ
ア 

地
産
外
商
活
動

・
販
路
拡
大 

顧
客
に
選
ば
れ
る
商
工
業
の
振
興 

商
品
の
開
発

・
磨
き
上
げ
等 

販
売
拠
点
づ
く
り 

●道の駅地域創造事業 

●四万十牛加工販売 

強化支援 

●集落活動センター 

中
心
市
街
地

・ 
 

商
店
街
の
活
性
化  

戦略２ 

中
山
間
地
域
の

商
業
機
能
確
保

企
業 

 

誘
致 

 

●商店街活性化 

モデル事業 

●旧土豫銀行跡地開発 

●チャレンジショップ 

●空き店舗対策 

⬤中心商店街活性化計画 

の策定 

●文化複合施設整備 

経
営
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
者
の
育
成

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

 
 
 
 
 

戦略３ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用 

商 

工 

業 

分 
野 

戦略１ 

戦略４ 
 

地産地消 地産外商 

戦略１ 

観
光 リ

サ
ー
チ 

●○新自然体験型観光(H31) 

四万十ひろばｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場化 

かわらっこ駐車場整備 

●サイクルロード整備 

●資料館等整備 

●入田ヤナギ林整備 

滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り 

戦略１ 

観
光
商
品
の 

 
 

外
商
の
推
進

お
も
て
な
し
の
向
上 

戦略３ 

組
織
力
強
化
と
観
光 

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等 

観
光
商
品
の
開 

発
磨
き
上
げ
等 

ハ
ー
ド
整
備 

⬤２次交通の充実 

 川バス 

 しまんとあしずり号 

 おもてなしタクシー 

ソ
フ
ト
事
業 

観
光
商
品
セ
ー 

ル
ス
情
報
発
信

戦略４ 

●観光人材の育成 

●観光ガイド養成 

講座 

●体験型観光研修 

●外国人受入研修 

●観光案内所機能 

 強化 

「リ
ョ
ー
マ
の
休
日
」
自
然
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

四
万
十

・
足
摺
エ
リ
ア
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
広
域
観
光
推
進
連
携
事
業 

戦略２ 

⬤商談会への参加 

●販促フェアへの参加 

●道の駅の外商活動 

●道の駅ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟ 

●幡多広域地産外商 

協議会 

連 
 

携 

「
四
万
十
」
を
ま
る
ご
と
発
信

・
販
売

 

戦略４ 

⬤栗の平場栽培 
●各種講習会 など 

⬤無料職業紹介 

●就農支援 

⬤木造住宅建築支援 

●四万十ヒノキＰＲ 

⬤アユのｺﾝﾌｨ 
●Web 販売 

⬤西土佐火振体験、親子川漁体験 

 水辺の楽校、川ガキ体験など 

●産業祭 
●うまいもの商店街 
●道の駅フェア など 

①教育旅行②ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ 

③一般旅行④国際観光 

の商品造成、誘客促進、広

報 PR、体制強化に取組む 
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分野 平成 30 年度 平成 31 年度 

農
業
分
野 

１ ぶしゅかん普及促進【P.3､4､11､12】 

・集出荷場整備（選果台、HACCP 対応など）、PR 活動、生産者支援など 

（四万十ぶしゅかん㈱、四万十ぶしゅかん生産者組合） 

・新植面積 H29:9.7ha⇒H30:10.9ha    H31 目標 12ha 

生 産 量 H29:18t ⇒H30:28.1t（市内）H31 目標 54t 

２ 栗の振興【P.4､13､】 

・四万十栗生産加工販売促進再生事業（しまんと美野里） 

縮間伐、集荷、新植など 

・栗暮プロジェクト（農業公社等）、集荷（JA 高知県） 

・栽培面積 H28:43.9ha⇒H29:45.8ha H31 目標 47ha 

生 産 量 H28:26.1t ⇒H29:29.6t  H31 目標 60t 

３ 農産物ブランド化（しまんと農法米、40010 日ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）【P.1､4】 

・農法米栽培面積 H29:6.15ha⇒H30:10.22ha H31 目標 20ha 

    生産量 H29:23.6t ⇒H30:33.2t  H31 目標 88.4ｔ 

４ 就農支援体制の拡充【P.18】 

・中山間農業複合経営拠点整備事業 

中村地域：ﾎﾟｯﾄﾌｧｰﾑｼｽﾃﾑ整備等 西土佐地域：播種機整備 

５ その他 

・有望品目産地化（レンタルハウス等の施設整備など） 

・環境保全型農業の推進（環境保全型、有機農業等支援など） 

・担い手育成（新規就農、認定農業者、集落営農支援など） 

・農地利用、耕作放棄地対策（農地中間管理事業、基盤整備、直接支払・多面

的事業など） 

□継ぶしゅかん産地化推進事業【地方創生】 

・新規定植、獣害対策、ブランド化など 

・○新栽培指導等業務委託 

□継栗暮プロジェクト【地方創生】 

・モデル園、縮間伐指導、平場栽培など 

□継農産物ブランド化【地方創生】 

・販促活動、□拡しまんと農法米試験栽培 

□継中山間農業複合経営拠点整備事業 

・中村地域：ﾎﾟｯﾄﾌｧｰﾑｼｽﾃﾑ整備等 

・西土佐地域：移動式雨よけﾊｳｽ整備等 

□継新食肉センター整備 

・用地測量など 

林
業
分
野 

１ 提案型集約化施業の推進【P.21､22】 

・森林経営計画作成、森の工場の促進 

２ 担い手確保・育成【P.24】 

・緑の雇用事業活用（H30 緑の雇用新規４名） 

３ 四万十ヒノキのブランド化【P.2､5】 

・四万十ヒノキブランド化協議会との連携 

・四万十ヒノキの家見学 宿泊者延 261 名 

見学 240 名（１月末） 

・高知もくもくランド、幡多山もりフェスでＰＲ 

４ 健全な森づくり【P.26】 

・獣害防護柵設置支援、有害鳥獣捕獲支援、新規狩猟者の確保 

５ 体験事業【P.5】 

・間伐体験（協働の森づくり） 

□継提案型集約化施業の推進 

□拡担い手確保・育成 

・緑の雇用、森林環境税関連の人材育成など 

○新新たな森林経営管理システム関連事業 

・森林所有者の意向調査準備 

・人材育成 など 

□継健全な森づくり 

・獣害防護ネット設置、有害鳥獣捕獲支援など 

水
産
分
野 

１ 水産資源の回復等【P.27､28】 

・高知大学連携事業 

スジアオノリ関連調査事業（四万十市・高知大学連携事業推進会議） 

スジアオノリ自然栽培事業（四万十川下流漁協）：養殖網延 780 枚設置 

・環境調査等：栽培環境（水温・塩分）、アユ冷水病、アユ仔魚調査 

・漁場整備：アユ、イセエビなど 

・種苗放流：アユ、ツガニ、うなぎ、アメゴ、ヒラメ 

２ 資源管理【P.28】 

・てながえび類の禁漁（９月～３月）、禁漁期間の周知 

３ 体験教室等【P.29】 

・川漁体験、四万十川ガキ、水辺の楽校、親子川漁、放流体験など 

○新アユのブランド化の推進 

・四万十川漁業振興協議会において協議 

□継環境調査等：栽培環境調査、アユ調査など 

□継種苗放流：アユ、ツガニ、うなぎ、アメゴ 

□継体験教室等 

 

４ 平成30年度の各産業分野の動き①（主なもの）  
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ヒトエグサ

20 億 1,200 万円（H23） 

⇒20 億円（H27）

農業市内総生産額 

127 人（H25）⇒137 人（H29） 

認定農業者数 

11 億 5,600 万円（H25） 

⇒13 億 300 万円（H28）

農林水産等直販所
販売額 

７億 5,000 万円（H24） 

⇒８億 5,542 万円（H27）

木材・木製品製造品出荷額等 

56.0ｔ（H24） 

⇒37.3ｔ（H28）

内水面漁業漁獲量 

216人 238人 259人
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分野 平成 30 年度 平成 31 年度 

商
工
業
分
野 

１ 商店街の活性化等【P.2､31】 

・旧土豫銀行跡地開発 

実施設計、中心商店街活性化計画策定（３月） 

・チャレンジショップ（２件）、空き店舗対策事業（２件） 

・各種イベント開催（公家行列、ジュニア駅伝、まち歩き人生ゲームなど） 

２ 「㈱西土佐ふるさと市」を核とした地域創造事業【P.1､3､4､7】 

・毎月フェア開催、商品開発、外商活動、HACCP 研修、食品表示研修、 

・H29 レジ通過者 19.0 万人、販売価格１億 8,444 万円 

３ 新食肉センター整備 

・整備検討委員会の開催、基本計画の策定など 

４ 地元消費拡大等【P.1､11】 

・第２回四万十市産業祭 

11 月開催 来場者 20,000 人 

・四万十うまいもの商店街 

11 月開催 来場者 6,374 人 など 

５ 外商活動【P.7～9】 

・販売フェア、物産展、商談会へ参加 

６ 施設の長寿命化・南海地震対策【P.30】 

・施設の長寿命化・耐震工事、住宅耐震改修支援、施設の新設など 

７ 企業誘致【P.32】 

・企業訪問、希望企業との協議 

□継商店街の活性化等 

・旧土豫銀行跡地開発（拠点施設建設） 

・チャレンジショップ、空き店舗対策 

・各種イベントの開催 など 

□継西土佐産業祭・うまいもの商店街合同開催 

□継道の駅よって西土佐（㈱西土佐ふるさと市） 

・毎月フェアの実施、商品開発の推進 

□継地元消費・外商の推進【地方創生】 

・販売フェアの開催、商談会等への出展 

□継施設の長寿命化・南海地震対策 

□継企業誘致、シェアオフィス整備の推進 

観
光
分
野 

１ 滞在型観光の推進【P.6､10､34､35】 

・体験型観光の受入（体験型観光受入研究会）、各種観光イベントの開催 

・２次交通の充実 

２ 観光商品のセールス・情報発信【P.6､10】 

・商談会、旅行会社訪問、セールス活動、イベント出展 

（四万十市観光協会、幡多広域観光協議会など） 

・シティプロモーションの推進（市 PV:22,580 回再生） 

３ 土佐の小京都中村 550 年祭【P.36】 

・各種関連行事を実施 

４ 食を活かした地域振興【P.4】 

・研究会の開催、食の発信冊子作成（予定） 

５ 観光施設整備【P.7】 

・四万十流域サイクルロード整備プロジェクト 

６ 広域観光推進【P.6､10､35】 

・志国高知幕末維新博、自然・体験観光キャンペーンと連携 

・一般旅行、ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ、教育旅行、国際旅行の強化推進（幡多広域観光協

議会） 

○新自然体験型観光資源強化事業 

・四万十ひろばオートキャンプ場整備 

・かわらっこ駐車場整備 

・観光案内板の多言語化 

・観光商品のセールス・情報発信 

・アクティビティ情報の充実 

・安全性の向上（ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ整備） など 

□継２次交通の充実 

・川バス、しまんとあしずり号、市内（市街

地等）周遊バスの運行など 

□継地域おこし企業人交流プログラム 

・おもてなし向上、情報発信など 

□継四万十流域サイクルロード整備プロジェクト

【企業版ふるさと納税】 

□継四万十・足摺エリア版 DMO による広域観光推

進連携事業【地方創生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 平成30年度の各産業分野の動き②（主なもの）  
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道の駅よって西土佐売上額及び来場者数
（テナント含む）

売上額 平成28年度 売上額 平成29年度

来場者数 平成28年度 来場者数 平成29年度

●来場者数（レジ通過者）  ●売上額 

 平成28年度 214,190人    平成28年度 2億654万円 

 平成29年度 189,536人    平成29年度 1億8,444万円 

4,725 人/日（H22-26 平均） 

⇒6,208 人/日（H30）

798 億 1,000 万円（H19） 

⇒690 億 7,100 万円（H27）

小売・卸売業 
年間商品販売額 

商店街通行者数 
（平日） 


